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世界記憶遺産共同申請の動向と中国「慰安婦」申請文書の概要 

 
高橋史朗（明星大学教授） 

  
1、中国が世界記憶遺産として登録申請した「慰安婦」関連文書の概要 

慰安婦関連文書を世界記憶遺産として共同申請する準備が民間団体・研究者を中心に進

められている。昨年 6 月 1 日付韓国紙・ハンギョレ新聞は、「南北と中国の専門家ら、共

同で『日本軍慰安婦謝罪』要求―中国・延辺大学国際学術会議で北朝鮮からも参加し、『性

奴隷』批判」という見出しで、韓国から 3 人、北朝鮮からも 3 人、中国からは蘇智良・上

海師範大学人文科学院長ら 5 人が参加したと報じている。 
 同 2 日付韓国・聯合ニュースも、「中国、韓国、北朝鮮が慰安婦問題で共同戦線、『日本

にさらなる圧力を！』」という見出しで、同日、中国で開催された「旧日本軍慰安婦国際学

術会議」に、中国、韓国、北朝鮮の学者 11 人と日本で活動する専門家 1 人が出席したと

報じている。日本からの唯一の参加者は東京外語大学の金富子(キム・ブジャ)教授である。 
 さらに、今年の 5 月 18 日から 20 日まで、ソウルにおいて日本軍「慰安婦」問題解決の

ためのアジア連帯会議が開催され、共同申請の準備国と目されているフィリピン、オラン

ダ、台湾、中国、韓国や香港、東ティモール、インドネシア、日本、アメリカなどの活動

家が参加した。同 20 日に世界記憶遺産として慰安婦関連文書の共同申請を行うことに関

する発表があるのではないかと予測されたが、まだ発表されていない。 
    

ところで、一昨年、中国がユネスコの世界記憶遺産として追加申請した慰安婦関連文書

には、上海師範大学中国慰安婦研究センター所蔵の「慰安婦の口述記録」、河北省秦皇市档

案館所蔵の「慰安婦の状況に関する資料」などが含まれている。前述した共同申請の中心

的役割を果たしている蘇智良教授の上海師範大学中国慰安婦研究センターの「慰安婦の口

述記録」は、この共同申請の中核的資料の一つになると思われる(蘇智良教授の中国人慰安

婦研究―証言を中心にした―の問題点については共同研究者の報告参照)。 
中国が一昨年、世界記憶遺産として、登録申請した慰安婦関連文書は以下の通りである。 
 

中国「慰安婦」申請文書（抜粋） 
 
１、 中央档案館─戦犯供述書 
２、 遼寧省档案館─慰安所に関する写真 
３、 吉林省档案館─①満州中央銀行・鞍山支店の電報 
         ②南京憲兵隊割区治安回復状況の調査報告書 
         ③東寧憲兵隊司令部「思想犯月報」（１９４２年１０月前期） 
         ④鶏寧臨時憲兵隊「思想対策月報」 
         ⑤憲兵調査軍人犯罪状況表（１９４４年） 
         ⑥現役軍人軍属犯罪調査表（１９４４年） 
         ⑦支那駐屯憲兵隊「通信検閲月報」（１９４１年２月） 
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THE UNTOLD STORIES OF CHINESE COMFORT WOMEN 

Featuring: 

Dr. Peipei Qiu 

Louise Boyd Dale and Alfred Lichtenstein Professor of Chinese and Japanese 

and Director, Asian Studies Program, Vassar College 

With welcoming remarks by 

Dr. Jae H. Ku 

Director, US-Korea Institute at SAIS 

And introduction by 

Dennis Halpin 

Visiting Scholar, US-Korea Institute at SAIS and former House Foreign Affairs Committee staff 

Dr. Peipei Qiu will discuss her new book, Chinese Comfort Women: Testimonies from Imperial 

Japan’s Sex Slaves (Oxford Oral History Series), followed by a panel discussion on the legacy of 

Comfort Women with Dr. Peipei Qiu, Dennis Halpin, and Mindy Kotler, Asia Policy Point, and 

moderated by Jenny Town, Assistant Director, US-Korea Institute at SAIS. 

A light lunch will be provided. This event is open to the public and press. Lunch will start at 

12:00pm; program will start at 12:30pm. Please RSVP below. 

Dr. Peipei Qiu is Louise Boyd Dale and Alfred Lichtenstein Professor of Chinese and Japanese 

and Director of Asian Studies Program at Vassar College. She has received degrees from Peking 

University (B.A. in Japanese and M.A. in Japanese Studies) and Columbia University (Ph.D. in 

Japanese Literature) and has focused her research on comparative studies of Japanese and 

Chinese literature, women in East Asian literature and societies, and Taoist influence in 

Japanese and Chinese literature and cultures. She is the recipient of a number of grants and 

awards, including the Japan Foundation Fellowship for Professional Researchers, Japan 

Foundation Dissertation Research Fellowship, Japan Society for the Promotion of Sciences 

Fellowship, and the National Endowment for Humanities Fellowship (US). Professor Qiu is the 

author of Bashô and the Dao: The Zhuangzi and the Transformation of Haikai, and Chinese 

Comfort Women: Testimonies from Imperial Japan’s Sex Slaves. Her scholarly articles and 

translations have been published in English, Chinese, and Japanese. 
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ようなことになれば、ユネスコの国際的な信頼と権威を著しく損ねることになる。 
 第三に、中国が登録申請した資料の中には、資料のごく一部のみを抜き出したものがあ

り、資料全体の脈絡の中で位置づけ、評価できないために、資料の内容の真正性について

審議し判断することができない。 
 次に、いわゆる「従軍慰安婦」の主な申請史料の具体的問題点について指摘したい。 
 まず第一に、中国が「慰安婦を輸送する船」と説明している写真の唯一の根拠は船体に

「慰」の文字が掲げられている点にあるが、戦時中、最も多く使われた「慰」は、「慰安婦」

の「慰」ではなく、歌手や漫談師が各地を公演して回った「慰問団」の「慰」である。 
 船を背景にして立つ 9 人の真ん中には芸人と思われる人が立っており、後列の左端には

日本の有名な歌手である東海林太郎が映っている。馬場マコト『従軍歌謡慰問団』(白水社)
によれば、東京日日新聞主催、陸軍省後援の「派遣在満皇軍勇士芸術慰問団」の団長に選

ばれたのが東海林太郎であった。 船体の上部に掲げられている「大興」という場所は黒

竜江省にあり、この船はアムール川を往来し、大興を発着点にしていたか、経由して「慰

問団」を輸送していた船と思われる。 
 第二に、中国が「黒竜江省の慰安所」と説明している写真は、正面に見える一段高い舞

台中央に舞台が設置され、その後ろに映画のようなものー白樺の林の中の道-が映っている

点から考えれば、これは「慰安所」ではなく、慰問団が公演を行った講堂の写真だと思わ

れる。いずれの写真も撮影者、撮影日時、撮影場所が一切不明である。 
 第三に、1945 年 3 月 30 日の「満州中央銀行・鞍山支店の電報」には、同銀行の支店長

が本店資金部に対し、「徐州准海省の連絡部(7990 部隊)が、鞍山経理司令部に「慰問婦」

仕入資金として、25 万 2 千円送金した」と報告したと書かれているが、「慰問婦」は軍の

士気を高めるために歌や踊りを披露する歌手や踊り子であり、「慰安婦」とは全く異なる。

「受取人は米井ツル」と書かれており、中国の軍閥と日本の民間業者とのお金のやり取り

を記述したもので、「慰安婦」の「強制連行」や「性奴隷」を立証するものではない。 
 第四に、憲兵の「日本軍犯罪月報」（１９４３年）には、日本軍将兵が「慰安所に於いて

慰安婦に暴行」とあるが、その説明の下に「非違通報」と書かれており、その将兵が取り

締まられていたことを示している。すなわち、この資料は慰安婦が法的に保護され、「性奴

隷」ではなかったことを立証している。 
 第五に、日本軍北安地方検閲部が作った「郵政検閲月報」にある日本兵が家族に宛てた

手紙について、中国は「日本軍が女性を性奴隷にした犯罪を告白している」と説明してい

るが、「恋人を追って行く女性も限りなくある」と書かれており、慰安婦には移動の自由が

あり、「強制連行」や「性奴隷」ではなかったことを示している。 
 第六に、元日本兵の代表的な供述として、佐々真之助中将と広瀬三郎中佐が女性を強姦

したとする供述が挙げられているが、慰安婦は生活苦という経済的理由で慰安所にいたこ

とを示しており、料金も支払われていた。いずれの供述も慰安婦を「強制連行」して「性

奴隷」にしたことを示すものではない。彼らはどのような状況で尋問され、法的保護を受

けていたのか、裁判にかけられたとすれば、その議事録があるはずであるが、それも公開

されていない。 
 第七に、中国が追加申請した吉林省档案館所蔵の「日本軍の慰安婦記録」(25 件)も慰安

婦の「強制連行」「性奴隷」を立証するものではない。 
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         ⑧関東憲兵隊「郵検月報」 
         ⑨日本軍人犯罪調査表（１９４４年） 
         ⑩北安地方検閲部「郵検月報」（１９４１年） 
         ⑪ジャワ憲兵本部「軍人犯罪調査票」（１９４３年） 
         ⑫同隊軍事警察「軍人軍属犯罪票（１月）」 
         ⑬同隊本部「憲兵月報（１９４４年１月）」 
４、 黒龍江省档案館─慰安所・慰安婦に関する刊行物 
５、 上海市档案館─①大一サロンに関する史料 
         ②慰安婦の連行及び慰安所に関する資料 
         ③慰安婦・慰安所に関する刊行物 
６、 南京市档案館─南京における慰安所設置に関する史料 
７、 秦皇島市档案館─慰安婦の状況に関する史料 
８、 上海師範大学中国慰安婦研究センター─①慰安婦の口述記録 
                    ②麻生徹男、村瀬守保等撮影の写真２４枚 
 

 

２、中国が世界記憶遺産として登録申請した文書の問題点 

 私は戦争プロパガンダを中心に、米英加などの国立公文書館所蔵文書を長年にわたって

研究してきた。中国が一昨年ユネスコ世界記憶遺産に登録申請した、いわゆる「従軍慰安

婦」に関する資料について全容は不明なるも、ユネスコのの HP 上等で公開されている利

用可能な情報を踏まえた 問題点について意見を表明したい。 
 ユネスコの世界記憶遺産のサイトに公開された中国側の登録申請書には、提出した資料

が慰安婦「強制連行」の証拠だと書かれているが、資料を検証した結果、以下の問題点が

あることが判明した。 
 まず基本的な問題点について指摘したい。第一に、中国が「写真の現物と著作権は、中

国にある」と主張している上海の「楊家宅慰安所」の写真は、福岡市在住の産婦人科医、

天児都さんの父・麻生徹男氏が同慰安所で軍医として勤務していた折に撮影したものであ

り、写真フィルムは天児さんが所有している。 
 ユネスコは「世界記憶遺産保護のための一般指針」の「２，５，４」で、「『法の支配』

を尊重します。・・・・ 
著作権法、著作者人格権・・・を、誠実かつ透明性をもって守り、保ちます」と明記して

おり、所有者が許可していない写真を無断で申請し、著作権を持っていると虚偽申請して

いることは、同指針に違反する。 
 また、ユネスコは記憶遺産のガイドラインで、登録の選考基準として、「資料の来歴は確

実に分かっているか否か」「複製品や模造品、偽造品などが本物と誤解される可能性がある

か否か」などと規定しており、この規定に反する。 
 第二に、同指針の「４．４．３」には「アクセス可能とすることを要求する」と規定さ

れているにもかかわらず、中国は申請史料の一部しか公開していない。 
 歴史的事実やその評価については諸説があり、客観的検証が必要不可欠である。資料公

開並びに客観的検証を拒否する中国の一方な主張にもとづいて記憶遺産として登録される
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著作権法、著作者人格権・・・を、誠実かつ透明性をもって守り、保ちます」と明記して

おり、所有者が許可していない写真を無断で申請し、著作権を持っていると虚偽申請して

いることは、同指針に違反する。 
 また、ユネスコは記憶遺産のガイドラインで、登録の選考基準として、「資料の来歴は確

実に分かっているか否か」「複製品や模造品、偽造品などが本物と誤解される可能性がある

か否か」などと規定しており、この規定に反する。 
 第二に、同指針の「４．４．３」には「アクセス可能とすることを要求する」と規定さ

れているにもかかわらず、中国は申請史料の一部しか公開していない。 
 歴史的事実やその評価については諸説があり、客観的検証が必要不可欠である。資料公

開並びに客観的検証を拒否する中国の一方な主張にもとづいて記憶遺産として登録される
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付表① 中国人慰安婦・戦時性暴力に関する日本語文献一覧 

 

１ 資料集 

No 編者 「論文タイトル」 

『書籍タイトル』 

『雑誌名』巻号 

発行所 

発行年月 

1 吉見義明 『従軍慰安婦資料集』 大月書店 1992.11 

2  『政府調査「従軍慰安婦」関係資料集成』全５巻 龍渓書舎 1998.7 

 

２ 一般 

No 著者 「論文タイトル」 

『書籍タイトル』 

『雑誌名』巻号 

発行所 

発行年月 

3 倉橋正直 『従軍慰安婦問題の歴史的研究』 共栄書房 1994.8 

4 吉見義明 『従軍慰安婦』 岩波書店 1995.4 

5 藤井忠俊 「中国占領地における徴集と慰安所の展開」 

（吉見・林編『共同研究日本軍慰安婦』所収） 

大月書店 1995.8 

6 西野瑠美子 「中国「慰安婦」と日本の責任」(2) 『法と民主主義』312 1996.10 

7 笠原十九司 「中国戦線における日本軍の性犯罪」 『戦争責任研究』13 1996秋季 

8 桑山紀彦 「中国人元「慰安婦」の心的外傷とＰＴＳＤ」 『戦争責任研究』19 1998春季 

9 秦郁彦 『慰安婦と戦場の性』 新潮社 1999.6 

10 林伯耀 「天津の日本軍『慰安婦』供出システム─偽『天

津特別市政府』警察局の公文書資料から」（『女

性・戦争・人権』２所収） 

行路社 1999 

11 林博史 「中国での慰安所現地調査について」 『戦争責任研究』27 2000春季 

12 西野瑠美子 「上海の慰安所・現地調査報告」 『戦争責任研究』27 2000春季 

13 川田文子 「南京レイプと南京の慰安所」 『戦争責任研究』27 2000春季 

14 蘇智良 「“慰安婦”の緊急調査」 『戦争責任研究』27 2000春季 

15 尹明淑 「中国人軍隊慰安婦問題に関する研究ﾉｰﾄ」 『戦争責任研究』27 2000春季 

16 吉見義明 「南京・上海の慰安所と上海派遣軍軍医部」 『戦争責任研究』27 2000春季 

17 内海愛子 「戦時性暴力と東京裁判」（日本軍性奴隷制を裁

く─2000年女性国際戦犯法廷の記録第１巻『戦犯

裁判と性暴力』所収） 

緑風出版 2000.5 

18 本澤二郎 「中国初の“慰安婦”国際シンポジウム」 『マスコミ市民』378 2000.6 

19 経盛鴻 「南京の慰安婦と慰安所」 『戦争責任研究』28 2000夏季 

20 宋連玉 「上海での中国「慰安婦」問題国際シンポジウム

に参加して」 

『戦争責任研究』28 2000夏季 

21 松井やより 「「女性国際戦犯法廷」をなぜ開くのか」 『戦争責任研究』28 2000夏季 

22 陳麗菲・蘇智

良 

「中国の慰安所に関する調査報告」（日本軍性奴

隷制を裁く─2000 年女性国際戦犯法廷の記録第

４巻『「慰安婦」・戦時性暴力の実態Ⅱ』所収） 

緑風出版 2000.12 
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 第八に、その 25 件の資料の一つに、南京周辺にいた日本兵と慰安婦の数を記した、1938
年に憲兵によって書かれた『南京憲兵隊管轄区域の治安回復状況の調査報告書』には、日

本軍が中国人市民に無料で病気やけがを治療する様子が記されており、2 万 5 千人の日本

兵と、141 人の慰安婦がいたと記録されている。しかし、141 人の慰安婦が日本兵全員の

相手をしていたわけではなく、慰安婦が「強制連行」され、「性奴隷」として働かされたこ

とを立証する記述はない。 
 第九に、1938 年に上海市警察が作成した報告書には、親日中国人が慰安婦の「強制連行」

に携わっていたと書かれているが、資料には「親日」を裏付ける証拠はなく、日本という

言葉すらない。この資料には、中国人が中国人女性を強制的に売春婦にしたことしか書か

れていない。 
   
 中国が追加申請した「従軍慰安婦」資料の一つに、「中国共産党が調査した、戦犯日本兵

1000 人の供述書」があり、「1000 人以上の日本の戦争犯罪者たちが、1952 年から 1956
年にかけて、中国共産党政府の調査を受けた。その内、約 8,5%が『慰安所を設立した』と

認め、61%が｢慰安婦と性的関係を持った』と供述した」と書かれている。しかし、中国側

が主張する慰安婦の「強制連行」や「性奴隷」として扱われたことを立証する資料は皆無

である。 
 中国が追加申請した「従軍慰安婦」文書の冒頭には、「『慰安婦』とは、日本帝国軍によ

って性的に隷属させられた女性のことである。これらのほとんどが、日本軍によって強制

的に性奴隷にされた」と書かれている。しかし、慰安婦は「強制連行」されたのではなく、

「法的保護を受けた風俗業」であり、戦時中、多くの交戦国が同様の施設を設置しており、

日本の慰安婦制度のみが特別であったという事実はない。 
  
このように、中国は「強制連行」や「性奴隷」を立証するものではない断片的な資料を

繋ぎ合わせて強弁していること自体に問題があり、中国の申請は政治的プロパガンダと言

わざるを得ない。また、前述したような出所不明の写真を申請することは、ユネスコ記憶

遺産ガイドラインの、「資料の来歴は確実に分かっているか否か」という選考基準を満たし

ておらず、紛争等から記憶遺産を保護しようという本来の記憶遺産事業の趣旨が損なわれ、

ユネスコが政治的に利用される懸念があるため、申請は却下されるべきである。 
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